
　学校・家庭・地域がそれぞれの役割を確認し成果を共有す
ることで、本村の将来を担う幼児児童生徒の育成を図ること
を趣旨に「学びをたしかめ・つなぐ集い」が村ゆうなホールで
１月２８日に開催されました。
　報告会では、村内の幼稚園や小中学校を代表して、山田幼
稚園・仲泊小学校・喜瀬武原中学校の教諭がそれぞれの学
校で学力向上について取り組んだ成果を報告しました。

また、村学力向上推
進の取り組みとして、アメリカホームステイや台湾交流に参加
した児童生徒の報告も行われ、村民ぐるみで子ども達の学力
向上について考える良い場となりました。
　実践報告後は、4人の子どもを甲子園大会に送った砂川正美
氏による「夢を叶える黄金の５箇条」についての講演が行われ、
夢を持つことの大切や感謝の心もつことについて、ユーモアた
っぷりの講演会でした。

「教育の日」に関連した表彰式
　１月２４日、村ゆうなホールで平成２９年度恩納村教育の日及
び学力向上推進関係コンクール表彰式が行われました。
　第１部はポスター・標語・作文の部（うんなまつり、給食コ
ンクール、あいさつ標語、夢作文）で優秀な成績を収めた児童
生徒が表彰されました。
　第２部では、「恩納村教育の日」に係わる表彰が行われまし
た。表彰された方は次の通りです。

表彰式の様子

安里　周作 （恩納小中）
長嶺　うめ子 （恩納小中）
恩納校読み聞かせサークル
古波蔵　秀雄 （山田小中）
村吉　政一 （山田小中）

棚原　直樹 （恩納小）
仲松　大輔 （恩納中）
我如古　正典 （仲泊中）
仲村　卓 （山田小）
諸見　里枝 （山田中）

喜久山　優花 （安富祖中３年）
外間　華佳 （喜瀬武原中３年）
杉浦　陸羽 （恩納中３年）
町田　彩寧 （仲泊中３年）
阪口　幸恵 （山田小６年）

　１９４６年(昭和２１年)１月２８日に恩納初等学校(仲嶺盛文校長)が設立され、戦後、教育の復興として、
当時、学校設備が殆どない中、児童数３７８名、職員数６名で開校されました。
　村教育委員会では、同学校が設立された１月２８日を恩納村の教育の日として、平成２３年１１月１日か
ら恩納村教育の日を定める要綱を施行いたしました。

【恩納村教育の日】

平成29年度　恩納村学力向上推進実践報告会
学びをたしかめつなぐ集い　～ここは未来の発信地～

《善行児童生徒賞》 《学校ボランティア功労賞》 《教職員功労賞》

　恩納村産アテモヤについて県外での認知度向上を目指し、１月２２日、東京都大田市場において、外
間毅副村長やＪＡおきなわ農業事業本部の平安山部長、宇江城恩納支店長、斉藤絹子副会長（恩納支
店熱帯果樹部会）、県・村・ＪＡ職員による販売促進トップセールスを行いました。
　外間副村長は「アテモヤは沖縄県より拠点産地の認定を受け、村としても生産農家の育成や栽培面
積の拡大を図り、生産量の増加等、販路拡大に向け取り組んでいるところであります。アテモヤの販売
促進の強化と認知度向上に今後ともご協力お願い致します」と挨拶しました。販促所では生果や試食品
（シャーベット）を振る舞い、市場の買受人らは、「とても甘くて美味しい」、「最近人気が出てきたね」
等の意見があり大変好評でした。

　仲泊区母子保健推進員の東恩納貴美子さんが、１月１８日に行われた第５１回沖縄県母子保健大会に
て『沖縄県母子保健大会長表彰』を受賞しました。
　東恩納さんは現在に至るまで２０年間、乳幼児健診や妊婦・乳幼児家庭訪問、思春期保健教室等と
いった村母子保健事業に携わっており、これまでの活動の功績が称えられました。
　２月１４には役場を訪れ、長浜村長へ受賞の報告を行いました。東恩納さんは『今回の表彰は、これ
までの先輩や現在の母子保健推進員の方々や、地域の皆様の協力があったからこそだと思います。子
供も大好きなので、これからも母子保健推進員活動を頑張っていきます』と抱負を述べていました。

沖縄県母子保健大会長表彰　

東恩納貴美子さん おめでとうございます！

アテモヤの
県外販売促進トップセールスを行いました！
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